
戦
前
・
戦
後
を
勇
気
と
不
屈
で

生
き
抜
い
た
家
族
の
物
語

（
映
画
の
宣
伝
チ
ラ
シ
か
ら
）

大阪にも「清水寺」？
えっ、どこに？

「新清水寺」

大阪市
天王寺区

おおさか自治体の仲間　2013年９月15日　第295号 ４５ 2013年９月15日　第295号　おおさか自治体の仲間

　ドラマ「半沢直樹」は大手銀行内の派閥争いなどの内部事情や、その中で奮闘する
主人公を描き、たいへん大きな人気を博しています。第６話で「銀行を守るためには
多少の犠牲はやむを得ない」と言う上司に対して、主人公が自身の銀行マンとしての
哲学を語ります。この台詞にこの物語の思想が見える気がします。同作品が人々に我
が国の歪んだ経済の実態について考える一助となることを期待します。

一つ忘れてはならないことがある。我々銀行員は
銀行を守るためではなくこの国で働く人々のため
に仕事をしているということです。

　「金持ちになるのは容易なことではないが、貧乏になるのは簡単なことだ。世の中には
貧乏を呼びそうな落とし穴がたくさんあるから、くれぐれも気をつけなければならな
い」。ゴールドスミス（1730年～74年）はまた、「一度も倒れないことが良いのではない。
倒れても立ち上がることこそすばらしい」といっています。

貧乏は
呼べばいつでも来る
　ゴールドスミス
　（イギリスの詩人、作家、劇作家）

「少年Ｈ」「少年Ｈ」
　

１
９
９
７
年
に
発
表
さ
れ
て
３
４
０
万

部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
記
録
し
た
「
少
年

Ｈ
」。
舞
台
美
術
家
の
妹
尾
河
童
（
せ
の

お
か
っ
ぱ
）
の
自
伝
的
小
説
を
映
画
化
し

ま
し
た
。
戦
前
か
ら
戦
後
ま
で
の
神
戸
を

舞
台
に
、
日
本
が
軍
国
主
義
化
し
て
戦
争

に
突
き
進
む
も
と
で
、
家
族
４
人
が
勇

気
、
信
念
、
愛
情
を
も
っ
て
、
暗
い
時
代

の
影
を
は
ね
つ
け
な
が
ら
生
き
る
姿
を
描

き
ま
す
。
話
題
の
ひ
と
つ
は
実
際
に
夫
婦

で
も
あ
る
水
谷
豊
と
伊
藤
蘭
が
夫
婦
役
で

共
演
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
焦
土
と
化

し
た
神
戸
の
町
を
リ
ア
ル
に
ス
ク
リ
ー
ン

に
再
現
さ
せ
た
映
像
も
見
も
の
で
す
。

　

昭
和
初
期
の
神
戸
。「
妹
尾
洋
服
店
」

を
営
む
４
人
家
族
。
洋
服
仕
立
て
職
人
の

盛
夫
と
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
敏
子
夫
婦
。
仕

事
が
ら
外
国
人
居
留
地
に
も
出
入
り
し
て

い
る
こ
と
で
西
洋
事
情
や
文
化
に
も
接
し

て
い
ま
す
。
長
男
の
肇
の
セ
ー
タ
ー
に
は

胸
に
イ
ニ
シ
ャ
ル
「
Ｈ
」
が
入
っ
て
い
ま

す
。
妹
の
好
子
は
家
族
思
い
で
や
さ
し
く

素
直
な
少
女
。
好
奇
心
旺
盛
で
曲
が
っ
た

こ
と
が
嫌
い
な
「
少
年
Ｈ
」
で
す
が
、
オ

ペ
ラ
音
楽
に
興
味
を
持
た
せ
て
く
れ
た
近

所
の
青
年
が
警
察
に
逮
捕
さ
れ
た
り
、
盛

夫
に
対
す
る
ス
パ
イ
容
疑
、
学
校
で
行
わ

れ
る
軍
事
教
練
、
妹
の
疎
開
、
米
軍
の
空

襲
と
い
う
暗
い
時
代
に
直
面
し
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
で
も
「
戦
争
は
い
つ
か
終
わ

る
。
そ
の
時
に
恥
ず
か
し
い
人
間
に
な
っ

と
っ
た
ら
あ
か
ん
よ
」
と
い
う
父
の
言
葉

を
し
っ
か
り
胸
に
刻
み
ま
す
。

　

メ
ガ
ホ
ン
を
取
る
の
は
、「
鉄
道
員

（
ぽ
っ
ぽ
や
）」
な
ど
の
降
旗
康
男
監

督
。
上
映
時
間
は
１
２
２
分
。

顔を見て「あーコワ」といった女性の言葉を今
も忘れません。国際法違反であり、棄兵棄民政
策によっていわれなき抑圧をうけてきました。
そんな時代を二度と繰り返してはなりません。

全国からの励ましに元気づけられ全国からの励ましに元気づけられ

　今私たちには、侵されることのない憲法で保
障された権利があります。私は自分の良心を裏
切ることはできないと思っています。大阪の民
主団体・労働組合をはじめ、全国からの励ま
し、ご支援は本当にありがたいです。これから
もよろしくお願いいたします。

この時代に「治安維持法」か？この時代に「治安維持法」か？

　「業務命令」で提出を求められた時、思想信条
の自由を保障した日本国憲法に違反すると思い
私は拒否しました。治安維持法が発令された時
代でもないのに「どうして」という想いと同時に
幼い頃のことを思い出して悪寒が走りました。
　父はシベリア抑留者でした。飢え･極寒･重労
働の三重苦の生活の中で、空を飛ぶ鳥に家族・
故郷への想いを託して男泣きしたといいます。
共産圏からの帰郷を理由に就職ができませんで
した。高熱の私が病院の待合室にいた時、父の

いわれなき抑圧をうけた父を思い、過去に逆もどりさせないために！

№11 北野　倫
とも

子
こ

「スタンダップ」はシンガーソングライターのかわさきゆたかさんが作曲した「思想調査アンケート裁判」の応援歌です。
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市
内
唯
一
の
天
然
の
滝
で
、
四
天
王
寺
の

青
竜
池
が
水
源
で
す
（
残
念
な
が
ら
飲
め

ま
せ
ん
）。
清
水
寺
の
音
羽
の
滝
に
よ
く

似
た
構
造
に
な
っ
て
い
て
、
滝
の
奥
に
あ

る
祠
に
は
不
動
明
王
が
祀
ら
れ
、
滝
に
打

た
れ
な
が
ら
真
言
を
唱
え
、
礼
拝
す
る
と

抜
苦
与
楽
、
福
寿
増
長
、
心
願
成
就
の
霊

験
が
授
か
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

寺
の
前
に
は
、
石
の
舞
台
も
あ
り
、
昔

は
海
に
夕
陽
が
沈
む
の
が
見
え
た
こ
と
か

ら
、「
夕
陽
が
丘
」
と
名
付
け
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。
ま
た
、
こ
の
あ
た
り
に
は

多
く
の
寺
院
が
あ
り
、
天
王
寺
七
坂
な
ど

歴
史
の
息
づ
く
街
を
散
歩
す
る
の
も
、
楽

し
い
で
し
ょ
う
。

所
在
地　

大
阪
市
天
王
寺
区
伶
人
町
５
―
８

最
寄
駅　

地
下
鉄
「
四
天
王
寺
前
夕
陽
ヶ
丘
」

　

数
年
前
、
テ
レ
ビ
番
組
で
「
大
阪
に
も

清
水
寺
」が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。場
所

が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、「
え
っ
、

ど
こ
に
」
と
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
た

「
大
阪
の
清
水
寺
」
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

　

正
式
名
称
は
有あ
り

栖す

山さ
ん

清
光
院
清
水
寺
と

い
い
、
四
天
王
寺
の
支
院
で
す
。
１
６
４

０
年
（
寛
永
17
年
）
に
延
海
大
阿
闍
梨
が

観
世
音
菩
薩
の
お
告
げ
を
う
け
、
京
都
の

清
水
寺
か
ら
聖
徳
太
子
の
作
と
い
わ
れ
る

十
一
面
千
手
観
世
音
菩
薩
を
遷う
つ

し
て
本
尊

と
し
て
祀
り
、
享
保
年
間
（
１
７
１
６
年

〜
36
年
）
に
寺
号
を
「
新
清
水
寺
」
に
変

え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
市
内
で
は

唯
一
の
天
然
の
滝

　

京
都
清
水
寺
の
よ
う
な
立
派
な
本
堂
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、「
玉
出
の
滝
」
は
大
阪

清水寺の「音羽の滝」に似た「玉出の滝」

「舞台」からは通天閣が見える

テレビドラマ「半沢直樹」


